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第15回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会

＠東京大学農学部弥生講堂



本報告会における過去の登壇

(3)自然凍結融解を利用した農地除染の試み

(5)飯舘村の水田における農業土木的土壌除染法の試み

(7)地域社会と専門家の連携－大学にできること－

(11)学民連携による飯舘村の農業再生に向けた取り組み

(15)飯舘村に通いつづけて8年半

-大学と現場をつなぐ農学教育-



復興の農業工学

• 上野英三郎博士(1872-1925)
– ハチ公の飼主

– 東大農学部の教授
• 耕地整理法(1900)

• 耕地整理講義(1905)

• 農業工学（農業土木）
– 食料生産の基盤整備

– 不毛な大地→肥沃な農地
• 農地造成／灌漑・排水

– 農地除染

• 除染後の土地利用
– 帰村後の農村計画

– 地域創生／産業再生
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原発事故後の活動

(2011.3.15) 東大農業工学会議の仮設立

(2011.5.30) 粘土表面の放射性セシウムセミナー

(2011.6.25) 飯舘村踏査

(2011.7.10) 中山間地セミナー：飯舘村の『土』は今

(2011.8.30) NPOふくしま再生の会との出会い

(2011.9.4  ) 東大農業工学会議現地調査

(2012.1.8  ) 凍土剥ぎ取り法による農地除染

(2012.10.6) 東大農学部の学生見学会

・・・・・・・・

(2018.3.5  ) 飯舘村と東大と連携協定

・・・・・・・・

(2019.11.16) 第15回報告会

2011.3.11 東日本大震災

飯舘村が東大と連携協定
福島、農畜産業復興狙い

(2018.3.5 産経新聞）



いま科学技術が問われている

• 農学と情報科学で風評被害をなくせるか？

• 農学栄えて農業滅ぶ

–横井時敬(1860-1927)

土に立つ者は倒れず、

土に活きる者は飢えず、

土を護る者は滅びず

• いま農学部は何をすべきか？
• 稲のことは稲に聞け、農業のことは農民に聞け



基礎学に立脚した現場主義

飯舘村の水田土壌調査
（2012年2月）

凍土剥ぎ取り法による農地除染
（2012年1月）

復興農学

http://twitter.com/HiroshiIwase/status/156048332777725952/photo/1/large


飯舘村 ⇒ 東大農学部

研究調査活動への協力要請

（2012年9月）

東大農学部有志が

現地調査活動を開始

（2011年6月）

飯舘村での東大農学部（農学生命科学研究科）の活動

東大農学部の学生見学会(2012.10.6) 7



飯舘村ーNPO法人ー東大農の連携

農学生命科学研究科
（農学部）

RI施設

福島復興農業工学会議 サークル
までい

農業委員会

村民との信頼関係 8



大学院生の調査報告書(2012～)

(2017) 飯舘村のリノベーション
(2016) 除染後農地におけるICTを用いた花園計画
(2015) 除染後農地におけるICTを用いた花園計画
(2014) リモートお墓参りアプリの制作
(2013) までいな農村計画－飯舘村の再生を考える
(2012) ボランティアで研究はできるのか？

(2017.3.21福島民報）



除染・栽培・環境モニタリング（2012～）

除染法の開発 除染法の開発

試験栽培

コメのCs移行分析

土壌中のCs移動

環境モニタリング
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イグネの除染（2016）
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埋設汚染土
の放射線量

• セシウムは4年間土壌中でほとんど移動していない

• 土壌放射線量は理論通りに自然減衰している

汚染土の埋設(2014.5.18)



8000Bq/kgの除染土を長泥地区に埋める実験を実施中

飯舘村の現状

2015年5月 https://www.facebook.com/FukushimaSaisei/videos/1054291244592879/

https://www.facebook.com/FukushimaSaisei
https://www.facebook.com/FukushimaSaisei
https://www.facebook.com/FukushimaSaisei/videos/1054291244592879/


飯舘村役場の戦略



除染後の農業をどう再生するか（2014～ ）

• 客土後の農地再生
– 土地改良後に農地の肥沃度が失われるのは当然

– 改良技術によって農地を再生してきた

– 農家のやる気維持が問題

• 担い手は日本農業の共通問題
– やる気のある農家にとってはこれからの農業は面白い

– 新しい日本型農業を飯舘から始めるチャンス

• 現状で農家は戻ってくるのか？
– 農業を応援する仕組みが重要

– 農地中間管理機構の制度を利用して企業や新規農業者を呼び込む工夫
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飯舘村など避難先 通勤農業

モニタリング

遠隔操作

生育 電柵放射能

温度濁水 排水
制御

監視

安全な農畜産物生産を支援するICT営農管理システムの開発

１．農地で動くタフなデバイスと

２．農家が望むシステムを

３．安く提供する
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地域復興実用化開発等促進事業（福島県／経産省：2017-2018）

安全な農畜産物生産を支援する
ICT営農管理システムの開発

• WiFiカメラによる村内農地の見える化
– 佐須・松塚・比曽・小宮・飯野
– リモート水門管理 (Paditch+WiFi-CAM)
– YouTubeライブ@佐須 （平常時、台風時）

• 農地データの自動取集
– METER社の協力 (ZENTRA-Cloud)

• MADE IN FUKUSHIMA (カンヌ作品：稲わらで作った本)

– 前田（漆）・松塚（牛）・小宮（花壇）・比曽（蕎麦）

http://ns2.misao.co.jp/cam.html
https://www.youtube.com/watch?v=q30JSRVp5Bg&feature=youtu.be
https://twitter.com/msrmz/status/1183027828297592832
https://zentracloud.com/accounts/login/#/dashboard_map
https://www.madeinfukushima.com/
http://ns2.misao.co.jp/4A063BFPAG655F2/index.php?D=2019-10-16&T=08:29:25
http://ns2.misao.co.jp/4C03922PAGBA338/index.php
http://data01.x-ability.jp/cgi-bin/FieldRouter/imageIndex.cgi?dir=/FieldRouter/vbox0122/&device=image0&addr=webcam0
http://ns2.misao.co.jp/4G07B90PAJ55FA1/


和牛（飯舘牛）モニタリング (2018～)
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子牛の健康管理

飯舘村農業再生のシンボル



酒米水田用水の遠隔操作(2018～)

1. 水門設置 2. WiFiカメラ 3. 水門操作 19

https://youtu.be/jBzpnllkliI


飯舘の日本酒で世界制覇

生酒 火入れ

提案(2012),  実現(2018～)

カンヌ作品

2019/6/19

http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/saisei/likeaphoenix.pdf


大学等の「復興知」を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業
（復興庁／文科省：2018-2019)

飯舘村における農業再生と風評被害払拭
のための教育研究プログラム

http://madeiuniv.jp/fukkouchi/


までい大学 （2018年度）

2018年10月6日- 7日 2018年10月14日- 15日 2018年11月25日- 26日
宮城大学、茨城大学、
明治大学、四日市大学

弘前大学、佐賀大学、三重大
学、東京農工大学、明治大学

宇都宮大学、京都大学、
明治大学、東京大学



前年度成果の紹介

飯舘村における農業再生と風評被害払拭のための教育研究プログラム (連携：飯舘村)

｢復興知」に対する取り組みと教育プログラムの解析

飯舘村の魅力と価値についての自由記述に対してテキストマイニングを行
い、意識構造の変化を分析

⚫ 参加前には学生毎に漠然とした飯舘村に対するイメージが記述され、参
加後には「除染」や「原発事故」といった飯舘村が抱える問題部分を、
「実感」や「驚き」、「印象」を持って多くの学生が記述していたこと
が分かる。

⚫ また、問題点だけではなく、現地に行ったことによって気付ける「自
然」の「豊か」さや、「飯舘村」の「魅力」についての気付きも見られ
た。加えて「復興」が「進む」一方で、「人」が「少ない」といった、
震災から8年経った現状における飯舘村の課題を現地において理解した
ことがうかがえる。



FPBL(Field and Project-Based Learning)の観点について

FPBLとは？

FPBL(Field and Project-Based Learning)とは、「フィールドにおける課題解決をベースとした学習」の
プログラムとプロセスを指し、従来までのいわゆる座学による情報や技術習得を重視したインプット型の学
習を補完し、また実践フィールドからの課題抽出から始まり、結果の還元が目標とされる点において、普通
のPBLとは一線を画す学習の形です。

比較項目
Subject-Based Learning Project-Based Learning Field & Project-Based Learning

(SBL) (PBL) (FPBL)

様式 知識入力型 課題解決型 フィールドにおける課題解決指向型

学習順 基礎→応用 仮説と検証の繰り返し
現実的/実践的な解決策を求める

仮説と検証の繰り返し

回答 １つ 複数
複数の可能性を探索しつつ

フィールドに合わせて設定と調整

目的 用意された回答に辿り着く 解決までの過程自体が目的
課題の抽出、回答の設定、

その後の調整まで含めた過程が目的

学習者 基本的に一人 一人～グループ 一人～グループ(かつ多属性)

方法 板書 ディスカッション フィールドにおけるトライ＆エラー

フィールドワーク 無し 場合によっては 必要不可欠

FPBLと従来のSBLおよびPBLとの特徴比較



東大むら塾 （蕎麦栽培＠比曽）

https://todai-murajuku.com/
https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=525296681642409&id=100024862463087
https://www.facebook.com/permalink.php?story_fbid=525296681642409&id=100024862463087


現場の農業者は若者が大好き

2019.11.3 意見交換会＠飯舘村きこり

全国農業新聞 （2019.11.8)

2019.11.2 そば打ち講習会
＠風と土の家



一般向け農学教育

2019年3月11日発刊
（Kindle版もあり） 栃木県立大田原高校15名

（2019.9.14-15）

埼玉県立鴻巣高校46名
（2019.7.28-29 ）

飯舘村小学生の
東大キャンパスツアー

(2013.8.19)
(2014.8.20)

松塚土壌博物館(2018.4.29)

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%89%E3%83%AD%E3%81%88%E3%82%82%E3%82%93%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E3%81%AE%E3%83%AF%E3%82%AF%E3%83%AF%E3%82%AF%E6%95%99%E5%AE%A4%E3%80%8C%E5%9C%9F%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%B5%E3%81%97%E3%81%8E-%E3%80%8D%E3%80%9C%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%82%A6%E3%83%A0%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%99%E3%82%8B%E5%9C%9F%E3%81%AE%E3%81%AF%E3%81%9F%E3%82%89%E3%81%8D%E3%80%9C-%E3%83%89%E3%83%AD%E3%81%88%E3%82%82%E3%82%93%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E3%81%A8%E4%BB%B2%E9%96%93%E3%81%9F%E3%81%A1-ebook/dp/B07S6ZTCYC
https://www.facebook.com/yoichi.tao/posts/10157372194127988
https://www.facebook.com/yoichi.tao/posts/10157253622377988
http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/130819/imageidx.html
https://www.youtube.com/watch?v=TLTQswp6Yic&feature=youtu.be


まとめ

• 駒場農学校・横井時敬先生(1860-1927)の名言

–農学栄えて農業滅ぶ

–土に立つ者は倒れず、土に活きる者は飢えず、土を
護る者は滅びず

–稲のことは稲に聞け、農業のことは農民に聞け

• いま東大農学部は何をすべきか？

–現場から課題を自ら発見し、解決する学習の強化

– FPBL(Field and Project-Based Learning)



2019年3月18日発足

詳細

https://utfca.ric.u-tokyo.ac.jp/
https://utfca.ric.u-tokyo.ac.jp/


｢事業名：福島復興知学の構築・展開・加速事業｣

大学等の復興知を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業（重点枠）

復興知イノベ事業とは

全国の大学等が有する福島復興に資する「知」（復興知）を浜通り地域等に誘導・集積するため、組織的に教育研究活動を行う大学等

を支援。浜通り地域等における大学等の教育研究活動を根付かせるとともに、大学間、研究者間の相互交流、ネットワーク作りを推進。

東京大学重点枠課題の計画

1. 東京大学内8部局が協力して、2020年度に福島復興知講義を実施する。

2. 福島復興知講義をもとに、教科書を作成する。

3. 東京大学の浜通り拠点（飯舘村と楢葉町）を充実・拡張して、フィード

ワーク実習、学内外の共同研究拠点、アウトリーチ施設として整備する。

復興知講義カリキュラム案

1. 東京大学教養学部 2020年度前期課程カリキュラム「主題科目・全学

自由研究ゼミナール」として講義（ 105分x13回）を開講する。

2. 希望者を対象に福島県浜通りでフィールドワーク実習を行う（夏期）

3. 講義の内容

●放射線の基礎： 放射線の基礎的知識を学ぶ。

●社会学的観点からの講義： 「福島」に存在する社会的問題のメカニ

ズムを読み解き、復興に向けた教訓や智恵を学ぶ。

●イノベーションコースト構想の観点からの講義： イノベーション・コー

スト構想の推進事例から復興知を学ぶ。

多部局間連携で事業推進

地元
自治体

地元企業

福島大学
福島高専

海外機関

国内大学
等

本事業の概略図
東京大学の学部1-2年生を対象とした復興知講義を開講す

る。この講義をもとに、従来に無い復興知に関する教科書を
作成する。

浜通りに展開する東大拠点を充実し、「復興知教育」と「イ
ノベーション・コースト構想を推進する研究」を持続的に発展
させる体制を構築する。また、拠点には事業成果や大学の
「知」を情報発信するアウトリーチ機能も持たせる。

復興知講義の開講
教科書の作成
フィールドワーク実習
アウトリーチ施設運営

浜通り拠点の充実

アイソトープ
総合センター

農学生命
科学研究科

総合研究
博物館

理学系
研究科

情報学環

総合文化
研究科

工学系
研究科

定量研

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RU=aHR0cHM6Ly9ibG9ncy55YWhvby5jby5qcC9wb3JzY2hlOTA0Z3RzLzQyMzAxMzQ2Lmh0bWw-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTgmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUlBleUZtZlVsOG13SnZfSzB2NnJyN2lacHJWTFpTMC1jek9na3JDUVYzeE1IWjBYNFVzWE9jU0ljbQRwAzQ0S2s0NE9PNDRPWjQ0Tzg0NEszNDRPbjQ0T3o0NENBNDRLejQ0Tzg0NEs1NDRPSTVxZUw1b096BHBvcwM4BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp

